
 

 

 

 

 ２月 18日（月）朝の活動の時間に津波を想定した避
難訓練を行いました。本校では，津波が起きた際には，
低学年は屋上へ，中学年，高学年は，３階教室前に避難
することになっています。避難訓練では，放送が鳴っ
てから担任の指示をしっかりと聞き，整然と階段を登
って避難する子どもたちの姿が見られました。また，
職員は，逃げ遅れた児童がいないかを探索する２次行
動も行い，非常時の動きを確認することができました。   
災害は，いつ起こるかわかりません。自分の命は，自

分で守れるようにするために，ぜひ御家庭でも地震や
火災，津波が起きた時には，どのような行動をとるか
話題にされてみてください。 

自分たちで計画を立てて  
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 26日（火）～27日（水）にかけて，九州地区附属小学校副校長研究会が本校で開催されま

した。どの附属小学校も様々な課題を抱え，日々悶々と過ごしているようですが，目の前には，

いつも元気で無邪気な子どもたちが日々生活しています。今の子どもたちに対して何ができ

るかを精一杯考え，よりベターな取組を推進していくことは，どの学校でも同じであると実感

しました。 

 登らない山はあっても，登れない山はありません。自分の心持ち次第で，周囲の人とともに

進んでいくことができます。21 日（木）に行われました校内音楽発表会では，先生方の熱い

取組のおかげで，子どもたちは，自分たちのステージを輝かすことができました。学年みんな

の思いや気持ちが観客席へ届き，感動をたくさんもらいました。 

 改めて子どもたちの持っている力の素晴らしさと思いを共有して，共に取り組む素晴らし

さを教えてもらいました。子どもたちもあと一月すると新たなステージへと進んでいきます。

新たな思いがもてるよう支援していきたいと考えます。 

 

 

 １・２年生の生活科の学習では，附属幼稚園児との交流活動を行っています。１年生は，事

前に幼稚園児が楽しく遊ぶことができるおもちゃ作りの計画を立て，附属幼稚園に出かけて行

き一緒におもちゃを作り，そして遊ぶことで年中の子どもたちに喜んでもらうことができまし

た。また，２年生は，来年度新一年生となる年長の子どもたちを附属小学校に招待して学校内

を案内したり，一緒に遊んだりする計画を立てました。学校案内をするために，２年生の子ど

もたちに手を引かれながら歩く年長の子どもたちの顔は，笑顔で溢れていました。 

 このように，自分たちで計 

画を立て，実際に交流し相手

に喜んでもらえた経験をする

ことで，達成感を味わうこと

ができたと考えます。そして，

達成感を味わうことで，自分

の成長を実感し次の学年へ進

級する意欲を高めることにつ

ながったと考えます。 

【３月の主な行事】 

１日（金）学年・学級ＰＴＡ（高） 

     ６年図書返却完了日 

４日（月）学年・学級ＰＴＡ（中） 

５日（火）学年・学級ＰＴＡ（低） 

７日（木）卒業式予行 

11日（月）防災について考える日 

１～５年図書貸出最終日 

14日（木）６年生を送る会 

１～５年図書返却完了日 

18日（月）卒業式（１～３年生は休み） 

25日（月）修了式 

春季休業～４月４日（木） 

26日（火）辞任式 

     （9:10までに登校） 

 ２月 21日（木）に「心を一つにみんなで奏でよう 
附属ミュージック」の児童会スローガンのもと宝山ホ
ールにて音楽発表会が行われました。 
 子どもたちは，音楽発表会に向けて朝の会や学年練
習の時間に練習に励む様子が見られました。また，音
楽発表会実行委員会の子どもたちは，朝の会の時に各
学級を周り，練習の様子から感じた各学級のよさを校
内放送で伝え，音楽発表会に向けての気持ちを高める
活動を行っていました。 
 音楽発表会当日各学級の発表では，これまで練習し
てきた成果やこの１年間，学年や学級の友達と共に成
長してきたことを歌や合奏で表現しようとする姿が
見られました。また，合唱部や吹奏楽部による発表を

憧れの眼差しで見つめている子どもたちの姿が印象
的でした。さらに，最後の全体合唱では，附属小みん
なの声がホールいっぱいに響き渡り附属小学校の一
体感を感じることができました。 
 音楽発表会を通して子どもたちは，心を一つにして
互いの努力を認めながら協力することの大切さに気
付いたり，美しいものや優れたものに感動する心が育
まれたのではないかと考えます。 

【合唱部】 

～子どもの日記から～ 
わたしたちは，音楽発表会に向けて学級や学年で多くの時間

を費やして練習してきました。練習を重ねるうちに，みんなの
声が一つになっていくことが嬉しく思いました。また，音楽発
表会の最後の全体合唱では，ホール全体に声が響き渡り，附属
小学校が一つになったことを感じました。（６年女児） 

 

未来を拓くための自分らしい生き方・役割に関する取組 

【自分たちで考えた年中さんが楽しめるお 

もちゃを一緒に作る様子（１年生）】 

【自分たちが作ったおもちゃの遊び方を分か

りやすく教えようとする様子（２年生）】 

【各学年の発表】 

【吹奏楽部】 

【津波を想定して屋上に避難する様子】 

 仲間と共に成長してきたことを歌
や合奏で表現する様子 


